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4 × 0 0 0 0 0 4 × 19 5 2 0 0
5 × 11 3 0 2 2 5 × 2 0 1 0 1
6 × 21 2 6 3 2 6 × 22 2 7 2 0
7 × 4 0 1 2 1 7 ／ 12 4 0 0 1
8 × 0 0 0 0 2 8 × 7 0 3 1 3
9 ／ 0 0 0 0 0 9 ／ 6 0 3 0 4
10 ／ 0 0 0 0 1 10 ／ 5 0 2 1 2
11 ／ 0 0 0 0 0 11 × 9 1 3 0 1
12 ／ 3 1 0 0 0 12 ／ 2 0 1 0 0
13 ／ 0 0 0 0 0 13 ／ 0 0 0 0 0
14 ／ 0 0 0 0 0 14 ／ 0 0 0 0 0
15 ／ 0 0 0 0 0 15 ／ 0 0 0 0 0
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 ／ 0 0 0 0 1 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0
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　予選Ｆリーグ２試合目、東海ブロック代表清水第七（静岡）と東北ブロック代表山王（秋田）の一戦。１Ｑ、清水第七は
ハーフコート１－３－１ゾーンDef、山王はオールコート２－２－１ゾーンプレスからの２－３ゾーンDefでスタート。両チー
ムとも＃６を起点としたオフェンスが特徴である。開始当初はロングシュートの打ち合いとなり、両チーム合わせて８本の３
Ｐが決まる。山王は＃４の３Ｐ４本を含めた連続１６得点をあげ、清水第七１３－２８山王で終了。２Ｑ、清水第七はハーフ
コートマンツーマンDefに切り替える。山王は＃６を中心にOffを組み立て、インサイド、アウトサイドと清水第七のDefを揺
さぶる。また、Offリバウンドを取り確実に得点に結びつける。清水第七は厳しいDefに対して、フロントコートへボールを運
ぶものの、そこからのハーフコートOffに苦戦し、４分経過してもフリースローの１点しか取れずタイムアウトを取る。その
後も、シュートを打つがリングに嫌われ、フリースローでの３得点のみに終わってしまう。清水第七１６－４７山王で前半終
了。
　３Ｑ、清水第七は、ボールが回り始めシュートも入り始める。山王も＃４や＃６が得点をあげ、お互い一進一退の攻防が続
く。山王＃７の３Ｐが効果的に決まり、清水第七２４－７３山王で終了。４Ｑ、清水第七はオールコートマンツーマンDefに
切り替え追い上げを図る。シュートまでは行くものの、山王の固いディフェンスに阻まれ、なかなか得点をあげることができ
ない。終盤、清水第七＃５の３Ｐ、＃６のロングシュートなどで連続得点をあげるが、無情にも試合終了のブザーが鳴り、清
水第七３９－８４山王で試合終了。両チーム合計１８本の３Ｐが決まり、外角からのシュート力が印象に残った。積極的に
シュートを狙っていく姿勢を見せた両チームを讃えたい。
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